
筋電計

筋トーヌス筋電計

筋トーヌスの亢進を客観的に評価！

MTM-06 Muscle Master
医療機器認証番号：228AHBZX00009000

筋トーヌス筋電計（カタログ）



・左右の上肢により評価
・現状の触診による筋トーヌス診断と同様に、腕の曲げ伸ばしで評価

概 要

評価する部分と評価の方法

・筋トーヌスの亢進を高性能センサーにより数値化
・検者の経験により判断していた「触診の感覚」の一部をデジタル化
・検者間誤差の少ない、再現性の高い、客観的評価を実現！

客観的な評価の確立

これまで筋トーヌスの亢進の評価は、主観的で検者間誤差が生じることが課題と
なっていました。

筋電計の取付 （肘関節の例）

上腕二頭筋、上腕三頭筋に電極を取付 反対側の手首に基準電極を取付

筋トーヌスの計測 （肘関節の例）

計測は電極部を手首に挟み、腕の屈曲・伸展を１分間に５回繰り返します。左右二回
ずつ、計４回で１回の評価となります。屈曲伸展はアシスト画面に従って行います。



筋トーヌス筋電計の特⻑

注）他動的に腕を屈曲伸展させた時の肘関節角度に応じた上腕二頭筋、上腕三頭筋の活動情報（ 筋電図）から算出した
固縮の特徴（EMG Index）、また、上腕二頭筋、上腕三頭筋の活動によって、肘にかかるトルクから算出した固縮
の特徴（ばね係数、バイアス値）及び、痙縮の特徴を定量化します。なお、ここで提供する情報は、診断のための補
助情報となりますので最終的な診断にあたっては他の因子との関係もご考慮のうえご活用ください。

• 関節を曲げ伸ばしする簡単な操作で計測
• 筋電電極は刺激部のない乾式表面筋電計電極を使用

患者に負担をかけない

• １分間に５回、他動的に屈曲伸展させることで計測
• 左右所要時間は約６分
• 専門医でなくても計測可能（看護師、理学療法士など）

計測が簡単

• 場所を取らないため診察室の机の上に常設可能
• 持ち運びが可能なため、ベッドサイドや往診でも使用可能

小型、軽量

• 筋トーヌスの亢進（固縮、痙縮）の特徴を数値及びグラフで表示
• 従来の主観的評価を客観的に定量化することで、評価者間誤差を軽減

固縮、痙縮の特徴を定量化注 ☆提供する診断情報☆

• 最大３００件の計測データを記憶することが可能
• 投薬などの前後の計測結果を比較することで治療効果判定が可能
• データベースサーバー（オプション）の利用で経過観察をグラフ表示可能
• データベースサーバー（オプション）により統計的な分析も可能

データベース機能 ☆提供する診断情報☆

• D239 筋電図検査 １筋電図（２肢）・・ ６００点
• D241 神経・筋検査判断料 ・・・・・・ １８０点

診療報酬点数 （７８０点）



計測結果表示機能

筋電図表示
上腕二頭筋、上腕三頭筋の筋電図及
び固縮の特徴（EMGインデックス）
を表示します。筋電図は□部を拡大
表示します

肘関節トルク表示
筋トーヌス異常（固縮、痙縮）をグラ
フでみることができます

筋トーヌス値の棒グラフ表示
筋トーヌスの特徴量を棒グラフと数値
で一覧表示します

筋トーヌス値の一覧表示
筋トーヌスの特徴量を一覧表示します

機器デモ
https://youtu.be/7M5JT0h7efI



言語選択機能

アシスト機能

日本語 英語

初期設定画面で、表示言語を日本語と英語に切替できます。

アシスト機能を有効にすることで、計測直前に計測動作のアシスト画面を表示できます。

筋電確認機能

表面筋電計の電極部と基準電極部の取付が正しく行われているか確認することができます。

筋電波形にノイズがある場合は、各電極部の取付をやり直してください。



計測結果閲覧機能

計測結果の閲覧
計測結果を一覧表示します。この一覧か
ら特定のデータを選択して詳細をみるこ
とができます。

閲覧データの絞り込み機能
・被験者（患者名）による絞り込み
・計測者（担当の医師、理学療法士）による絞り込み
・計測期間による絞り込み

スリープ機能
スリープ機能
スタートメニュー画面で、数分間の機器
操作が無ければ低消費電力モードでス
リープ状態になります。

スリープ状態で画面をタッチすれば復帰します。

簡易データベース機能

簡易データベース機能
筋トーヌス筋電計単体で、計測データを
３００件記憶することができます。

簡易データベースのメンテナンス機能
・簡易データベースのバックアップ
・簡易データベースのデータ復元機能
・データベースサーバー（オプション）へのアップロード



印刷データ出力機能

計測結果の印刷データ出力
１回の計測毎に計測結果の印刷
データを出力することができま
す。

印刷データは、ＪＰＧ形式でＵＳＢメモリーまたは、Windowsネットワーク上
の共有フォルダーに出力されます。ＵＳＢメモリーは、直接プリンターに差し
込んで印刷してください。

＜印刷例＞



• 前腕部計測

左右手首関節の掌屈・背屈により前腕部の筋トーヌスの亢進を計測します。

その他の部位の計測 ※1

※1 研究用途

（1）検者は、被検者の手首を垂直状態にして手首関節を固定します。
（2）センサー部を被検者の手の甲に当てます。
（3）アシスト画面に従い、他動的に手首を掌屈・背屈させます。
（4）一分間に5回の掌屈・背屈で一回の計測が終了します。

＜前腕部計測結果＞

背屈

掌屈

最大掌屈点



• 下腿部計測

左右足首関節の底屈・背屈により下腿部の筋トーヌスの亢進を計測します。

（1）検者は、被検者の足首を垂直状態にして足首関節を固定します。
（2）センサー部を被検者の足の甲に当てます。
（3）アシスト画面に従い、他動的に足首を底屈・背屈させます。
（4）一分間に5回の底屈・背屈で一回の計測が終了します。

＜下腿部計測結果＞

底屈

背屈

最大背屈点



• 大腿部計測

左右ひざ関節の屈曲・伸展により大腿部の筋トーヌスの亢進を計測します。

（1）検者は、うつ伏せになった被検者のひざ関節を固定します。
（2）センサー部を被検者の足首に当てます。
（3）アシスト画面に従い、他動的にひざ関節を屈曲・伸展させます。
（4）一分間に5回の屈曲・伸展で一回の計測が終了します。

＜大腿部計測結果＞

伸展



システム構成

付属品

医療用メジャー2M



筋電計

問い合わせ先

仕様


